
■ 新年にあたってのごあいさつ　　　　　　　　　　　　  2
山口市新本庁舎等基本設計の最終案をとりまとめました

■ 市政トピックス
■ 2 月 6 日（日）は、山口県知事選挙の投票日です
■ お知らせ
■ 県央連携都市圏域の情報を紹介「山口ゆめ回廊」
■ 新型コロナワクチン追加（3 回目）接種のお知らせ
■ 2 月の休日当番医
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3 市報やまぐち　2022 年（令和 4年）1月合併号 2市報やまぐち　2022 年（令和 4年）1月合併号

山口市長　伊藤 和貴山口市長　伊藤 和貴

　　令和４年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお慶びを申し上げ令和４年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお慶びを申し上げ
ます。ます。
　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、御理解　市民の皆様におかれましては、平素から市勢の発展と議会運営に対しまして、御理解
と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。と御協力を賜り、深く感謝を申し上げます。
　また、コロナ禍における市民の皆様及び事業主の皆様の感染拡大防止に対する御理　また、コロナ禍における市民の皆様及び事業主の皆様の感染拡大防止に対する御理
解、御協力に重ねて感謝申し上げますとともに、とりわけ医療、教育・保育や介護・福解、御協力に重ねて感謝申し上げますとともに、とりわけ医療、教育・保育や介護・福
祉分野等に従事され、日々 御尽力をいただいております皆様に対しまして、心より敬意と祉分野等に従事され、日々 御尽力をいただいております皆様に対しまして、心より敬意と
謝意を表します。謝意を表します。
　さて、市議会におきましては、「山口市議会基本条例」に掲げる理念に基づき、積極　さて、市議会におきましては、「山口市議会基本条例」に掲げる理念に基づき、積極
的に政策立案や政策提言を行うとともに、市民に開かれた議会を目指し、鋭意取組を進的に政策立案や政策提言を行うとともに、市民に開かれた議会を目指し、鋭意取組を進
めております。めております。
　昨年は、手話が言語であるという認識の下、手話への理解促進及び手話の普及を　昨年は、手話が言語であるという認識の下、手話への理解促進及び手話の普及を
図り、誰もが手話を使用しやすい環境を構築していくことなどを目的に、「山口市みんなの図り、誰もが手話を使用しやすい環境を構築していくことなどを目的に、「山口市みんなの
手話言語条例」を議員提案により制定いたしました。本条例の施行により、すべての市手話言語条例」を議員提案により制定いたしました。本条例の施行により、すべての市
民が尊厳をもって共に生きる地域社会の実現を目指してまいります。民が尊厳をもって共に生きる地域社会の実現を目指してまいります。
　今後も引き続き、市民の皆様の負託と信頼に応えることができますよう、議会の役割　今後も引き続き、市民の皆様の負託と信頼に応えることができますよう、議会の役割
と責任の重さを自覚し、市民の皆様の御意見を十分にお聞かせいただきながら、「住んと責任の重さを自覚し、市民の皆様の御意見を十分にお聞かせいただきながら、「住ん
で良かった、これからも住み続けたい」と心から思えるまちづくりに全力を尽くしてまいる所で良かった、これからも住み続けたい」と心から思えるまちづくりに全力を尽くしてまいる所
存でございます。存でございます。
　新しい年が市民の皆様にとりまして、幸せで実り多く、大いなる飛躍の年となりますこと　新しい年が市民の皆様にとりまして、幸せで実り多く、大いなる飛躍の年となりますこと
を心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。を心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。

　清 し々い新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。清 し々い新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症から市民の皆様の健康と命を守り、雇用と暮ら　昨年は、新型コロナウイルス感染症から市民の皆様の健康と命を守り、雇用と暮ら
しを守り抜くための対策に全力で取り組みますとともに、本市の将来を見据えた主要プしを守り抜くための対策に全力で取り組みますとともに、本市の将来を見据えた主要プ
ロジェクトを積極果敢に展開した１年でございました。ロジェクトを積極果敢に展開した１年でございました。
　本年は、新しい時代のまちづくりの歩みを、市民の皆様と共に進めていく年にしたい　本年は、新しい時代のまちづくりの歩みを、市民の皆様と共に進めていく年にしたい
と考えております。まずは、新型コロナウイルス感染症の影響から、市民の皆様の健と考えております。まずは、新型コロナウイルス感染症の影響から、市民の皆様の健
康と命、暮らしと地域経済を守り抜き、元気な山口を取り戻すための取組を、引き続き、康と命、暮らしと地域経済を守り抜き、元気な山口を取り戻すための取組を、引き続き、
全力で進め、次の３点に重点を置いたまちづくりに取り組んでまいります。全力で進め、次の３点に重点を置いたまちづくりに取り組んでまいります。
　一点目は、人口減少が進む農山村エリアの活性化を図り、市内２１の地域づくりの取　一点目は、人口減少が進む農山村エリアの活性化を図り、市内２１の地域づくりの取
組を更に発展させ、安心して住み続けることができる「個性と安心の 21 地域づくり」組を更に発展させ、安心して住み続けることができる「個性と安心の 21 地域づくり」
を進めてまいります。を進めてまいります。
　二点目は、新市発足以降進めている一連の都市基盤整備の総仕上げに向け、県　二点目は、新市発足以降進めている一連の都市基盤整備の総仕上げに向け、県
都山口市の発展につながる「広域県央中核都市づくり」を進めてまいります。都山口市の発展につながる「広域県央中核都市づくり」を進めてまいります。
　三点目は、教育・子育て、産業振興、医療・介護、交通、防災などの各分野で、　三点目は、教育・子育て、産業振興、医療・介護、交通、防災などの各分野で、
市民の皆様の便利で豊かな暮らしの実現に向けた取組を進めてまいります。市民の皆様の便利で豊かな暮らしの実現に向けた取組を進めてまいります。
　これら３つの方向性の下で、新型コロナウイルス感染症への全力の対応を進めつつ、　これら３つの方向性の下で、新型コロナウイルス感染症への全力の対応を進めつつ、
デジタル技術の活用や地域脱炭素への対応等を図りながら、「住んで良かった、これデジタル技術の活用や地域脱炭素への対応等を図りながら、「住んで良かった、これ
からも住み続けたい」と心から思える、「ずっと元気な山口」の実現に向けたまちづくりを、からも住み続けたい」と心から思える、「ずっと元気な山口」の実現に向けたまちづくりを、
市民の皆様と共に進めてまいります。市民の皆様と共に進めてまいります。
　本年が皆様方にとって、健やかで実り多い一年となりますことを心から祈念いたしまし　本年が皆様方にとって、健やかで実り多い一年となりますことを心から祈念いたしまし
て、新年の御挨拶といたします。て、新年の御挨拶といたします。

東鳳翩山から見た日の出 謹
賀
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年
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山口市議会議長　山口市議会議長　
伊藤 斉伊藤 斉



5 市報やまぐち　2022 年（令和 4年）1月合併号 4市報やまぐち　2022 年（令和 4年）1月合併号

コンセプトスケッチ

山口市新本庁舎等基本設計山口市新本庁舎等基本設計
　　　　の最終案をとりまとめました　　　　の最終案をとりまとめました
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ま
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あ
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と
し
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す
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・所在地　：山口市亀山町 2番 1号
・敷地面積：21,496.75 ㎡
・用途地域：近隣商業地域
・区域区分：山口都市計画区域（非線引き）
・容積率　：200%
・建ぺい率：80%
・防火地域：準防火地域

規　　模

構　　造

建物高さ

延床面積

新本庁舎棟

34.75m
地上 6 階  地下１階

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（免震構造）

24,276.98 ㎡
3,697.65 ㎡

新立体駐車場

地上 4 階

鉄骨造
（耐震構造）

14.89m

9,038.73 ㎡
2,252.25 ㎡

市民交流棟

地上 2 階  地下 1 階

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（耐震構造）

15.80m

2,968.90 ㎡
1,425.99 ㎡建築面積

山口サビエル記念聖堂 パークロード

国宝瑠璃光寺五重塔 中心商店街 (山口七夕ちょうちんまつり )

・計画敷地は山口都市核の中心に位置し、北側には亀山や山口サビエル記念聖
堂、南側には山口市民会館があり、パークロードに沿って山口県立美術館・
山口図書館等の施設が並ぶ緑に囲まれた文化エリアとなっています。

・南側には２５０以上の店舗を有する中心商店街や JR山口駅があります。
・東側に位置する一の坂川一帯は、国宝瑠璃光寺五重塔を有する大内文化
特定地域に指定されています。

02. 建物概要

01. 敷地概要

〈基本理念〉

新本庁舎棟 市民交流棟 新立体駐車場

構造
鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（免震構造）

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（耐震構造）

鉄骨造
（耐震構造）

規模 地上６階 地下１階 地上 2 階 地下１階 地上 4 階

建物高さ 34.75 ｍ 15.80m 14.89m

建築面積 3,697.65㎡ 1,425.99㎡ 2,252.25㎡

延床面積 24,276.98㎡ 2,968.90㎡ 9,038.73㎡

N

・所在地　：山口市亀山町 2 番 1 号
・敷地面積：21,496.75 ㎡
・用途地域：近隣商業地域
・区域区分：山口都市計画区域（非線引き）
・容積率　：200%
・建ぺい率：80%
・防火地域：準防火地域

規　　模

構　　造

建物高さ

延床面積

新本庁舎棟

34.75m
地上 6 階  地下１階

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（免震構造）

24,276.98 ㎡
3,697.65 ㎡

新立体駐車場

地上 4 階

鉄骨造
（耐震構造）

14.89m

9,038.73 ㎡
2,252.25 ㎡

市民交流棟

地上 2 階  地下 1 階

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（耐震構造）

15.80m

2,968.90 ㎡
1,425.99 ㎡建築面積

山口サビエル記念聖堂 パークロード

国宝瑠璃光寺五重塔 中心商店街 ( 山口七夕ちょうちんまつり )

・計画敷地は山口都市核の中心に位置し、北側には亀山や山口サビエル記念聖
堂、南側には山口市民会館があり、パークロードに沿って山口県立美術館・
山口図書館等の施設が並ぶ緑に囲まれた文化エリアとなっています。

・南側には２５０以上の店舗を有する中心商店街や JR 山口駅があります。
・東側に位置する一の坂川一帯は、国宝瑠璃光寺五重塔を有する大内文化

特定地域に指定されています。

02. 建物概要

01. 敷地概要

新本庁舎棟 市民交流棟

新立体駐車場

亀山公園

山口市民会館

山口県立美術館

サビエル記念聖堂

パークロード

計画敷地

中心商店街

建物概要

位置図

白い鐘塔に佇む、
ひと・まち・未来にやさしい市民の丘

山口市新本庁舎等基本設計山口市新本庁舎等基本設計
　　　　の最終案をとりまとめました　　　　の最終案をとりまとめました

外観は水平庇を基調とし、サビエル
記念聖堂の白い鐘塔の垂直性と呼応
し、亀山の豊かな緑と一体となった
ここにしかない景観をつくります。

新本庁舎のイメージ動画を
作成しました。
右の二次元コードからご覧
いただけます。

イメージ動画公開中

計画敷地

N

・所在地　：山口市亀山町 2 番 1 号
・敷地面積：21,496.75 ㎡
・用途地域：近隣商業地域
・区域区分：山口都市計画区域（非線引き）
・容積率　：200%
・建ぺい率：80%
・防火地域：準防火地域
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34.75m
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鉄骨造
（耐震構造）

14.89m

9,038.73 ㎡
2,252.25 ㎡
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地上 2 階  地下 1 階

鉄骨造
一部鉄筋コンクリート造

（耐震構造）

15.80m

2,968.90 ㎡
1,425.99 ㎡建築面積

山口サビエル記念聖堂 パークロード

国宝瑠璃光寺五重塔 中心商店街 ( 山口七夕ちょうちんまつり )

・計画敷地は山口都市核の中心に位置し、北側には亀山や山口サビエル記念聖
堂、南側には山口市民会館があり、パークロードに沿って山口県立美術館・
山口図書館等の施設が並ぶ緑に囲まれた文化エリアとなっています。

・南側には２５０以上の店舗を有する中心商店街や JR 山口駅があります。
・東側に位置する一の坂川一帯は、国宝瑠璃光寺五重塔を有する大内文化

特定地域に指定されています。

02. 建物概要

01. 敷地概要

問
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１階平面図

議場
執務エリア 議会関連諸室

災害対策
関連諸室

市長エリア
（秘書課・応接室等）

消防エリア執務エリア

執務エリア

執務エリア 執務エリア待合

執務エリア 執務エリア待合

執務エリア

駐車場駐車場

カフェ

交流
ラウンジコンビニ メイン

エントランス

南側
エントランス

南側
エントランス

多目的
スペース

交流ラウンジ 来庁者
出入口

市民利用
議会エリア バックヤードエリア

執務エリア
消防エリア
共用部

１F

B1 F

２F

３F

４F

５F

６F

現況地盤位置

パークロード

市民交流棟メインエントランスイメージ

１）低層階（１～ 2 階）

01. フロア構成

・市民の利用頻度が高い窓口は本庁舎１～２階に集約して配置し、市民の利便性を高めます。
・広場と新本庁舎棟を繋ぐ、市民交流棟は、来庁者を迎えるエントランスとなるとともに、　交流ラ
ウンジ、カフェを設け、市民活動の拠点としても機能します。

・３階以上の階には、低層階に比べ市民の利用が少ない部署を配置します。
・４階には、市長エリアと災害対策関連諸室を同じフロアに配置することで、日常的な連携を高め、
災害時にも即時対応可能な計画とします。

２）中層階（３～４階）

・５階には消防本部、指令室など消防関係の諸室を集約して配置します。
・議会関連諸室は、6階に集約して配置します。

３）高層階（５～ 6 階）

・地下 1 階は主に公用車駐車場を設けます。また南側にエントランスを設け、市民会館側からのア
クセスの利便性に配慮します。

４）地下１階

災害対策
関連諸室執務エリア 市長エリア

消防エリア執務エリア

執務エリア
議場

議会関連諸室

執務エリア

待合

待合

執務エリア

執務エリア

執務エリア

執務エリア

南側エントランス駐車場 駐車場

交流ラウンジ カフェ

コンビニ 交流
ラウンジ

メイン
エントランス

南側
エントランス

多目的
スペース

6 階

5 階

4 階

3 階

2 階

1 階

地下
1階

新本庁舎棟

1、２階（低層階）に
市民利用の多い窓口を
集約配置します。

市民交流棟

地盤位置

パークロード
広場

来庁者等のための
新立体駐車場を整備します。

（4 層 5 段　収容台数 309 台）

新立体駐車場

庁舎のメインエントランスの役割を果たすほか、交流
ラウンジ、カフェを設け、市民活動の拠点として利用
します。

WC WC

WC EV

執務室

執務室

執務室

WC

WC WC

EV

交流
ラウンジ

コンビニ

WC WC

EV

エントランスロビー
総合案内

エスカレーター

メイン
エントランス◀

待合

EV

休日
夜間窓口

通用口◀

◀

総合案内
エントランスロビーの先に構え、初め
て来庁された方にも分かりやすく、見
通しの良い配置

交流ラウンジ
広場との一体利用も可能で、催事や各
種展示などの市民交流を行うほか、選
挙の投票所など多目的に利用

WC（トイレ）
各階南北に配置し、バリアフリー・
男女共用個室にも対応

◀

◀

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
計
画

▼
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
ス
ロ
ー
プ
を

主
要
な
動
線
に
適
切
に
配
置
し

ま
す
。

▼
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど
の
利

用
者
に
配
慮
し
た
ゆ
と
り
あ
る
廊

下
幅
を
確
保
し
、
床
は
滑
り
に
く

い
材
料
と
し
ま
す
。

▼
外
国
人
や
視
覚
障
が
い
の
方
な
ど

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
分
か
り

や
す
い
案
内
表
示
を
行
い
ま
す
。

▼
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
に
対
応
し
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
や
、
多
様

な
性
に
配
慮
し
た
男
女
共
用
個
室

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

環
境
配
慮
計
画

▼
山
口
の
気
候
風
土
を
生
か
し
、
太

陽
光
と
熱
、
風
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
た
環

境
共
生
型
庁
舎
と
し
ま
す
。

▼
L
E
D
照
明
や
高
効
率
の
空
調
を

採
用
し
、
省
電
力
化
を
図
り
ま
す
。

▼
地
元
産
木
材
な
ど
を
積
極
的
に
活

用
し
ま
す
。

構
造
計
画

▼
災
害
対
策
機
能
の
中
枢
と
な
る
新

本
庁
舎
棟
は
被
災
後
た
だ
ち
に
活

動
が
可
能
な
免
震
構
造
、
低
層
建

築
物
で
あ
る
市
民
交
流
棟
は
耐
震

構
造
と
し
ま
す
。

▼
執
務
空
間
と
し
て
可
変
性
に
優
れ

た
大
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
室

内
の
柱
の
数
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

概
算
事
業
費

　
概
算
事
業
費
の
う
ち
、
新
本
庁
舎

棟
と
市
民
交
流
棟
の
建
設
費
の
合
計

は
約
１
４
６
億
円
で
す
。

　

消
防
本
部
の
集
約
な
ど
に
よ
る
建

築
面
積
の
増
加
や
近
年
の
建
設
物

価
の
上
昇
等
に
よ
り
、
基
本
計
画

時
よ
り
も
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
１
㎡
当
た
り
の
建
設
単
価
は
約

53
万
６
千
円
、
職
員
１
人
当
た
り
の

床
面
積
は
約
25
・
6
㎡
で
あ
り
、
近

隣
他
市
の
事
例
と
比
較
し
て
同
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
実
施
設
計
を
進
め
る
中
で
、

可
能
な
限
り
事
業
費
の
縮
減
を
図
り
、

国
の
補
助
金
な
ど
も
活
用
し
、
市
の
将

来
負
担
額
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

計
画
概
要

・新本庁舎棟　
・市民交流棟　

・新立体駐車場　
・広場等整備　
・その他　

約131億 8,400万円
約14億1,600万円

（建設単価　約 53 万 6 千円 /㎡）
（床面積　約 25.6㎡ / 職員 1 人）

　約 11 億 100 万円
　約 4 億 6,400 万円
約 27 億 2,650 万円

合計　約 188 億 9,150 万円

概算事業費

現在、基本設計に対する市民の皆さんからのご意見を募集して
います。ひろくご意見をいただきながら「ひと・まち・未来に
やさしい」市民の皆さんに愛される市役所となるよう、引き続
き整備に取り組んでまいります。
多くの皆さんのご意見をお待ちしています。
意見提出はウェブサイトからが簡単！
フォームに入力するだけで提出できます。

パブリックコメントを
実施しています

意見
募集

中央駐車場の
解体

新本庁舎棟の建設

現本庁舎の解体

市民交流棟・新立体駐車
場の建設、広場整備

R3 R4 R5 R6 R7 R8

工程計画

実施設計

市民交流棟 メインエントランス（イメージ）パークロード側から見た新本庁舎の鳥瞰（イメージ）

近隣他市事例と比較して同程度

フロア構成図

新本庁舎棟

市民交流棟

新立体駐車場
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投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
作
成
す
る
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
選
挙
で
登
録

さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
年
齢　
平
成
16
年
２
月
７
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

■
居
住
条
件　
令
和
３
年
10
月
19
日
ま
で
に

転
入
の
届
出
を
し
、
山
口
市
の
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
市
内
に
住

ん
で
い
る
方

　
封
書
で
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場

券
は
１
人
１
枚
で
す
の
で
、
各
自
投
票
所
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を
忘

れ
た
場
合
や
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

「
投
票
で
き
る
方
」
の
要
件
を
満
た
し
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
、
お
届
け
す
る
投
票
所
入
場
券

で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
体
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
方
は
、
代

理
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
代
理
投
票
と
は
、
投
票
す
る
人
に
代
わ
っ

て
、
補
助
者
（
投
票
所
係
員
）
が
投
票
用
紙

に
記
入
す
る
も
の
で
す
。
必
要
な
方
は
、
投

票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

※次の投票所は 19 時まで
大富公民館、一貫野集会所、東鯖公民館、徳地地域交流センター串分館、岸見研修センター、引谷体育館、三谷交
流センター、釣山公会堂、柚野地域活性化センター、阿東地域のすべての投票所

◆ 投票時間　７時 ～ 20 時

　　　月　　　　日（日）は、山口県知事選挙の投票日です。
これから 4 年間、私たちの生活と密接な関わりのある、県政を託す知事を選ぶ大切な選挙です。
一人ひとりがよく考え、投票しましょう。

投
票
で
き
る
方

　
投
票
日
に
、
何
ら
か
の
用
務
、
病
気
、
お

産
等
の
た
め
、
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
（
入

場
券
が
届
い
た
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の

期
日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
投
票
所
入
場
券
同
封
の
チ
ラ

シ「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
で
は
、
選
挙
当
日
に
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
や
、
住
所
、

氏
名
な
ど
を
宣
誓
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
は
宣
誓
書
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
記
入

さ
れ
ま
す
と
、
投
票
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
ご
家
庭
の

郵
便
受
け
に
投
入
し
ま
す
。
た
だ
し
、
配
布

区
域
が
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
配
布
区
域
外
の

ご
家
庭
は
、
読
売
・
朝
日
・
毎
日
・
中
国
・

日
経
・
産
経
新
聞
の
各
朝
刊
へ
の
新
聞
折
り

込
み
で
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
各
総
合
支

所
や
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
配
置
の
ほ

か
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

※
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
い

た
だ
き
ま
し
た
ら
、
ご
自
宅
へ
郵
送
い
た

し
ま
す
。

　
２
月
６
日
（
日
）
21
時
20
分
か
ら
、
や
ま

ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
総
合
体
育
館（
大

内
長
野
１
１
０
７
）
で
行
い
ま
す
。

■ 投票所での新型コロナウイルス感染症対策

選挙管理委員会事務局 ☎ 083-934-2877

有権者の皆さんにお願いする対策

□□ マスクの着用、咳エチケット
□□ 入場時の手指の消毒
□□ 外出前と帰宅後の手洗いと検温等の実施
□□ 周りの方との距離の確保
□□ 期日前投票所の積極的な利用（分散投票）
□□ 持参した筆記用具で投票用紙への記載が可能（黒
    の鉛筆またはシャープペンシルが望ましい）

選挙管理委員会が行う主な対策

□ □ 消毒液の設置
□□ 飛沫防止のアクリル板を設置
□□ 投票管理者、立会人、職員の検温・マスク着用
□□ 定期的な換気
□□ 記載台の間隔を通常より広めに確保
□□ 記載台・筆記用具等の定期的な消毒（使い捨て
    鉛筆を用意）

投
票
所
入
場
券

投
票
所

代
理
投
票

投
票
で
き
る
方

期
日
前
投
票

選
挙
公
報

開
票

　以下の取り組みにご協力をお願いします。

2 6

問問

　
11
月
25
日
（
木
）、山
口
井
筒
屋
２
階
に
、

地
域
の
魅
力
発
信
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
コ

ト
サ
イ
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　

本
市
と
株
式

会
社
山
口
井
筒

屋
と
の
地
域
活

性
化
を
目
的
と

し
た
包
括
連
携

協
定
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し

て
設
け
た
も
の

で
、
人
工
芝
の

広
場
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
、
地
場
産
品
や
関
連
商
品
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
す
る
な
ど
、
幅
広
い
世

代
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
「
コ
ト
サ
イ
ト
」と
い
う
名
称
は「
事（
コ

ト
）
と
場
所
（
サ
イ
ト
）」、
ま
た
「
古
都

（
コ
ト
）
と
西
都
（
サ
イ
ト
）」
を
か
け
合

わ
せ
た
造
語
で
、
山
口
の
魅
力
を
感
じ
ら

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流
を
は
じ

め
、
親
子
で
楽
し
む
場
の
提
供
な
ど
、
中

心
商
店
街
を
「
モ
ノ
」
の
消
費
だ
け
で
な

く
「
コ
ト
」
の
消
費
に
つ
な
げ
る
た
め
の

場
と
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
後
、
会
場
は
早
速
多
く
の
子
ど
も

連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
伊
藤
市
長

は
「
子
育
て
世
代
が
街
に
出
て
、
活
気
が

生
ま
れ
る
、
そ
う
い
っ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

が
大
切
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
１
９

　
12
月
10
日
（
金
）
か
ら
12
日
（
日
）
の

３
日
間
、
本
市
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド・ロ
ヴ
ァ

ニ
エ
ミ
市
の
観
光
交
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
締
結
か
ら
５
周
年
を
記
念
し
、
両

都
市
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
大
学
、
企
業

等
と
連
携
し
、「
デ
ザ
イ
ン
」
と
「
ラ
イ

フ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
や
ま
ぐ
ち
×
ロ

ヴ
ァ
ニ
エ
ミ 

デ

ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー

ク
２
０
２
１
」

を
、
山
口
市
産

業
交
流
拠
点
施

設 

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維

新
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
10
日
（
金
）
に

行
わ
れ
た
オ
ー

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

問

地
域
の
魅
力
発
信
・
交
流
ス
ペ
ー
ス

「
コ
ト
サ
イ
ト
」
が
オ
ー
プ
ン

テープカットの様子

や
ま
ぐ
ち
×
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ

デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
１
開
催

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
伊
藤
市
長

は
「
本
展
覧
会
を
契
機
に
、
両
市
の
交
流

が
観
光
や
文
化
・
芸
術
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
幅
広
い
分
野
に
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
在
住

で
、
山
口
県
立
大
学
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

大
田
舞
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
メ
イ
ン
展
示

「
恵
み
の
も
み
の
木
」
の
除
幕
を
出
席
者

で
行
い
、
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
、デ
ザ
イ
ナ
ー
の
皆
川
明
氏
（
ミ

ナ 

ペ
ル
ホ
ネ
ン
）や
天
津
憂
氏
の
講
演
会
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
展

示
、先
進
企
業
に
よ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
取
り
組
み
の
紹
介
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
日
本
の
家
具
や
雑
貨
等
の
展
示

販
売
、
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
行
い
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

問
文
化
交
流
課
☎
０
８
３-

９
３
４-

２
７
１
７

　
12
月
16
日
（
木
）、
株
式
会
社
ダ
イ
ナ

ム
と
本
市
に
よ
る
「
災
害
時
等
に
お
け
る

施
設
利
用
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム

が
展
開
し
て
お
ら
れ
る
パ
チ
ン
コ
ホ
ー

ル
（
市
内
３
店
舗
）
の
駐
車
場
の
一
部
を
、

災
害
時
に
お
け
る
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
自

家
用
車
で
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
、
災

㈱
ダ
イ
ナ
ム
と
の
協
定
調
印
式
を

開
催

害
応
急
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　
調
印
に
あ
た
っ
て
、
伊
藤
市
長
は
「
近

年
は
気
候
変
動

に
よ
る
豪
雨
災

害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
が
顕
著

で
、
本
市
に
お

い
て
も
、
災
害

が
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
と
認

識
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
こ
の
度
の
協
定
に
よ
り
、

貴
社
の
店
舗
駐
車
場
の
一
部
を
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
市
が
目
指
す

『
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
進
め
る

に
あ
た
り
大
変
意
義
深
く
、
そ
し
て
心
強

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
店
舗
を

代
表
し
ダ
イ
ナ
ム
山
口
店
寺
園
巧
店
長
は

「
今
回
の
締
結
の
背
景
に
は
地
域
の
方
々

か
ら
の
要
望
が
あ
る
。
近
年
の
豪
雨
災
害

の
多
発
を
踏
ま
え
、
弊
社
と
し
て
も
、
少

し
で
も
地
域
の
防
災
活
動
に
貢
献
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
締
結
に
至
っ
た
。
今
回
は

災
害
時
に
お
け
る
協
定
だ
が
、
公
共
性
の

高
い
も
の
で
あ
れ
ば
今
後
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

災
害
支
援
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問 

防
災
危
機
管
理
課 

☎
０
８
３-

９
３
４

-

２
７
２
３

調印式の様子

「恵みのもみの木」除幕の様子
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▼ 

山
口
（
〒
７
５
３

８
６
５
０ 

亀
山
町
２

１
）
☎
０
８
３

９
２
２

４
１
１
１　
　
　
　
▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４

１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６

６
５

４
１
１
１

▼ 
小
郡
（
〒
７
５
４

８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９

１
）
☎
０
８
３

９
７
３

２
４
１
１　
▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７

０
２
９
２ 

徳
地
堀
１
７
４
４
）
☎
０
８
３
５

５
２

１
１
１
１　

▼ 
秋
穂
（
〒
７
５
４

１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３

９
８
４

２
１
２
１　
　
　
▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９

１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７

２
）
☎
０
８
３

９
５
６

０
１
１
１

総合支所

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

介護保険利用者の医療費控除介護保険利用者の医療費控除

　 介護保険課 ☎ 083-934-2795、 小郡保健福祉センター内

介護保険課、 各総合支所総合サービス課 （秋穂、 阿知須、

徳地、 阿東）

※医療費控除については、山口税務署 ☎ 083-922-1340 （音

声ガイダンスに従い、 番号を選択してください。） または、

市民税課 ☎ 083-934-2735

所得税の確定申告または市・県民税申告で、医療費控除の
対象となる場合があります。
介護サービス費の医療費控除

介護保険サービス利用の自己負担額が、医療費控除の対象と
なる場合があります。支払額から高額介護サービス費等の
保険で補填される金額を差し引いた金額が対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

申告用に作成された医療費控除の明細書（介護サービス
利用料領収書等に記載された医療費控除対象額を集計し
たもの）

おむつ代の医療費控除

介護保険の要介護認定を受けている方が、おむつを必要と判
断された場合には、おむつ代が医療費控除の対象となります。
●控除を受けるためにご準備いただくもの

・申告用に作成された医療費控除の明細書（おむつ代の金
額を集計したもの）

・医師が発行する証明書（おむつ使用証明書）
※２年目以降で要件に該当する方は、市で証明書を発行す

ることができます。詳細は、お問い合わせください。

国民年金の保険料は、2 年分、１年分、または半年分を、まと
めて４月（半年分の場合、10 月～３月分は 10 月）に前納する
ことができます。前納すると、保険料が割り引きされる上、毎
月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め忘れの心配もあ
りません。また、口座振替で前納されるとさらにお得です。
口座振替での前納、クレジットカード納付を希望する方は、2
月末までにお申し込みください。なお、現金（納付書）で 2 年
前納を希望される方は、申し出が必要です。
【口座振替納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、金融機関への届出印、口座番号が分かるもの
■前納の引落日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）
【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　年金手帳、クレジットカード（カード名義人の署名が

必要）
■前納立替納付日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

※令和 4 年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

【令和3年度に前納した場合の割引額（参考）】

ご存じですか？
国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、 各総合支所総合サービス課

納付方法
割引額

半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,130 円 4,180 円 15,850 円
クレジット納付 　810 円 3,540 円 14,590 円

現金納付 　810 円 3,540 円 14,590 円

山口年金事務所☎ 083-922-5660 （音声ガイダンス②→②）

暮
ら
し

問問申申

問

市
・
県
民
税
の
申
告
相
談

　
確
定
申
告
に
あ
わ
せ
、
総
合
支
所
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
会
場
ご
と
に
相
談
日
や

受
付
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や

必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合
併

号
と
同
時
配
布
の
「
わ
た
し
た
ち
の
市
税
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問 

市
民
税
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
ｅ

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
の
作
成
や
税
務
相
談
等
は
、
国
税
庁

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
会
場
の

混
雑
緩
和
の
た
め
、
入
場
に
は
整
理
券
が
必

要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

の
国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
事
前
発
行
で
き
る
ほ
か
、
申
告
会
場
で

も
当
日
配
付
し
ま
す
。
な
お
、
入
場
整
理
券

の
配
付
状
況
に
応
じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

▼
期
間
・
場

所 

１
月
24
日
（
月
）
～
２
月
15
日
（
火
）
…

山
口
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
１
階
共
用
第
一

会
議
室
、２
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
火
）

…
中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル・Ｎ
ａ
ｃ
（
中

市
町
３

13
） 

問 

山
口
税
務
署
☎
０
８
３


９
２
２

１
３
４
０ 

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
い
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
分
保
険
料

納
付
額
証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額
証

明
書
を
１
月
20
日
（
木
）
に
発
送
し
ま
す
。

所
得
税
や
市
県
民
税
の
申
告
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 
※
地
域
に
よ
っ
て
は
配
達
に
１

週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
※

「
国
民
健
康
保
険
料
」の
納
付
額
証
明
書
は
、

昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
９
月

２
日
以
降
に
加
入
届
を
提
出
さ
れ
た
世
帯

に
は
、
証
明
書
を
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

必
要
な
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
問 
収

納
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
３
９

「
コ
ト
サ
イ
ト
」
オ
ー
プ
ン

　

山
口
井
筒
屋
２
階
に
、
地
域
の
魅
力
発

信
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
コ
ト
サ
イ
ト
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
地
域
の
魅
力
が
体

感
で
き
る
」
こ
と
、「
商
店
街
で
の
多
様
な

活
動
に
つ
な
げ
る
」
こ
と
、「
子
育
て
世
代

が
楽
し
め
る
」
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

市
内
各
地
の
魅
力
が
体
感
で
き
る
場
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
活
動
が
実
現

で
き
る
場
、
幅
広
い
地
域
や
世
代
の
方
が

交
流
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
中

心
商
店
街
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
約
１
０
０
坪
の

ス
ペ
ー
ス
に
、
物
販
コ
ー
ナ
ー
、
人
工
芝
の

広
場
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
な
ど
を
設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
親
子
で
楽
し
め
る
約
３
０
０
冊
の

絵
本
コ
ー
ナ
ー
や
木
育
玩
具
、
子
ど
も
が
遊

べ
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
も
備
え
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
、
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
の
実
施
も
可
能
で
す
。 

問 

㈱
街
づ

く
り
山
口
☎
０
８
３

９
０
２

３
３
８
６

パhttps://m
achi-yam

aguchi.com
/

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

　
平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月
17
日
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
15

日
か
ら
21
日
ま
で
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、

防
災
に
関
連
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
ご

ろ
の
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。 

【
防
災
展
示
】 

▼
期
間 

１
月

17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
） 

▼
場
所 

山
口

総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

防

災
グ
ッ
ズ
等
の
展
示 

問 

防
災
危
機
管
理

課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
お

伝
え
す
る
た
め
、
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試

験
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
16
日
（
水
）

11
時 

▼
伝
達
方
法 

①
防
災
行
政
無
線
…
電

子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み

×
４
回
」、「
音
声
放
送
」／
②
モ
ー
タ
ー
サ
イ

レ
ン
（
山
口
・
小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
地
域 

※
秋
穂
・
阿
知
須
地
域
は
、
整
備
の
進
捗
に

よ
り
鳴
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）…
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒

休
み
×
４
回
」
／
③
市
防
災
メ
ー
ル
、
山
口

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
の
テ
ロ
ッ
プ
掲
載 

問 

防
災
危
機
管

理
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
７
２
３

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

【
祝
賀
式
典
】 

▼
日
時 

２
月
11
日
（
金
・

祝
）
11
時 

▼
場
所 

山
口
市
民
会
館 

問 

山

口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
会 

重
弘
さ
ん
ケ

０
９
０

７
５
０
３

７
１
９
６ 

※
「
日

の
丸
行
進
」
は
行
い
ま
せ
ん
。

大
内
文
化
特
定
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金

　
大
内
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
文
化
財
な
ど

が
多
く
残
る
大
殿
地
域
を
中
心
と
し
た
「
大

内
文
化
特
定
地
域
」
で
、
歴
史
資
源
等
を
活

用
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

▼
対

象
事
業
期
間 

４
月
１
日
（
金
）
～
令
和
５

年
３
月
31
日
（
金
） ▼
対
象 

市
内
を
拠
点
に

活
動
す
る
民
間
団
体
・
個
人 

申
問 

２
月
15

日
（
火
）
～
28
日
（
月
）
ま
で
に
、
来
所
ま

た
は
郵
送
で
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
、
文
化

交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４

４
１
５
５ 

※

要
綱
は
、１
月
17
日（
月
）～
２
月
28
日（
月
）

の
間
に
同
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
も
入
手
可
。
な
お
、
内
容
等
が
変

わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
所
有
物
件
の

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
払
い

▼
売
払
予
定
物
件
／
面
積
（
延
床
面
積
） 

土

地
…
鋳
銭
司
５
４
３
５

12
／
５
４
８

.

04
㎡
、
建
物
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
陸
屋
根
２
階
建
／
４
２
７.

30
㎡ 

▼

現
地
説
明 

１
月
17
日
（
月
）
10
時
～
11

時 

▼
入
札
日
時 

２
月
17
日
（
木
）
10
時 

※
入
札
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
２
月
４

日
（
金
）
ま
で
に
要
申
し
込
み 

▼
入
札
場

所 

山
口
総
合
支
所
Ｂ
会
議
室 

▼
入
札
案

内
書
配
布 

１
月
７
日
（
金
）
～
２
月
４
日

（
金
）
に
管
財
課
で
配
布 

申
問 

管
財
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
９
５
６

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

立
候
補
届
出
説
明
会

　

４
月
24
日
（
日
）
執
行
の
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
を
対
象
に
、
立

候
補
届
や
選
挙
公
営
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
立

候
補
届
出
書
な
ど
の
必
要
書
類
を
配
付
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
会
場
の
都
合
上
、
１
候
補
者
に

つ
き
２
人
ま
で
の
参
加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 
▼
日
時 

２
月
15
日
（
火
）
14
時
～

16
時 
▼
場
所 
山
口
総
合
支
所
３
階
第
10
・

11
会
議
室 
問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎

０
８
３

９
３
４

２
８
７
７

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談
会

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時 

１
月
26
日

（
水
）
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

男
女
共

募
集

問問

問問

問問

問問

問問

問問
申申

問問

問問

問問
申申

問問
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記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

宝くじは地域社会の健全な発展を応援しています

令和 3 年度コミュニティ助成事業

音響機器

今年度、嘉川地域では、コミュニティ活動に必要な備
品を購入しました。今後も順次、各地域の備品を整備
していく予定です。詳しい活動実績については、市ウェ
ブサイトをご覧ください。

協働推進課 ☎ 083-934-2982問問

自治総合センターでは、宝く
じの収益によりコミュニティ
助成事業を行っています。こ
の事業を活用した場合、施設
備品等に右記の「クーちゃん」
を表示し、広報紙で紹介して
います。地域コミュニティ活
動と密接に関わるクーちゃん
を、皆さんのお近くでもぜひ探してみてください。
■ 嘉川地域の購入備品
・音響機器（スピーカー、スピーカースタンド）
・テント
・大判プリンター 等

テント 大判プリンター

各施設の指定管理者を下表のとおり指定しました。選定
結果等はウェブサイトに掲載しています。詳細は、各施
設の担当課にお問い合わせください。
■ 指定期間　
①令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日（3 年間）
②令和 4 年 4 月 1 日～令和 9 年 3 月 31 日（5 年間）

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2873
山口市南部運動広場 株式会社ヴィンツァーレ ②
協働推進課 ☎ 083-934-2965
山口市大歳地域交流ステー
ション 大歳まちづくり協議会 ②

観光交流課 ☎ 083-934-2810

新山口駅観光交流センター 一般財団法人山口観光
コンベンション協会 ②

徳地総合支所農林課 ☎ 0835-52-1115

山口市柚野農産加工販売所 山里農産加工販売所
運営協議会 ①

高齢福祉課 ☎ 083-934-2793
山口市秋穂デイサービスセ
ンター 社会福祉法人博愛会 ②

山口市養護老人ホーム秋楽園 社会福祉法人博愛会 ②

山口市阿東老人ホーム 社会福祉法人あんず
の里 ②

令和 4 年 4 月からの 
各施設の指定管理者

総務課 ☎ 083-934-2909問

担当課・施設名称 指定管理者 指定
期間

文化交流課 ☎ 083-934-2717

山口市民会館 公益財団法人山口市
文化振興財団 ②

嘉村礒多生家 嘉村礒多生家の会 ②
こども未来課 ☎ 083-934-2756
山口市放課後児童クラブ
わかくさ学級

わかくさ学級運営協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
うえき第２学級

大内地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
みなみ第３学級

大内地区社会福祉協
議会 ②

山口市放課後児童クラブ
徳佐児童クラブ

社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
にこにこ学級

名田島放課後児童ク
ラブ運営協議会 ②

山口市放課後児童クラブ
大海なかよし学級

社会福祉法人山口市
社会福祉協議会 ②

同
参
画
セ
ン
タ
ー 

▼
対
象 

市
民
先
着
20

人
（
要
予
約
） 

申
問 

１
月
20
日
（
木
）
～

25
日
（
火
）
に
、
電
話
で
、
市
民
相
談
室

☎
０
８
３

９
３
４

２
８
８
６

山
口
市
す
こ
や
か
長
寿
対
策

審
議
会
等
委
員
の
募
集

　
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

計
画
的
に
進
め
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
審
議
会
等
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
会
議
録
と

委
員
名
簿
は
原
則
公
開
さ
れ
ま
す
。 
▼
任

期 

令
和
４
年
４
月
か
ら
３
年
間
（
予
定
） 

▼
対
象 

満
40
歳
以
上
で
、
年
５
回
程
度
の

会
議
に
出
席
で
き
る
市
民
（
国
・
地
方
公

共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
く
） 

申
問 

２
月
10
日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
、

郵
送
で
、
応
募
の
動
機
と
「
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
の
提
言
」
を
原
稿
用
紙
８
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、欄
外
に
〒
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
介
護
保

険
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
８
０
５

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
は
自
ら
の
地
域
を
守
る
た
め
、
主

に
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
活

動
し
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
女
性
、
学

生
も
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。 

▼
消
防
団
員
の
身
分 

非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員 

▼
入
団
資
格 

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
18
歳
以
上
の
方 

▼
主
な
待
遇 

年
報

酬
・
出
動
手
当
等
の
支
給
、
活
動
服
な
ど
の

貸
与
、
公
務
災
害
補
償
制
度 

申
問 

消
防
本

部
警
防
課
☎
０
８
３

９
３
２

２
２
０
２

令
和
４
年
７
月
採
用
予
備
自
衛

官
補
（
一
般
・
技
能
）
募
集

▼
試
験
日 

４
月
11
日
（
月
）
～
17
日
（
日
）

の
間
の
１
日 

▼
受
験
資
格 

一
般
…
令
和

４
年
７
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
方
、
技
能
…
令
和
４
年
７
月
１
日
時

点
で
18
歳
以
上
か
つ
国
家
免
許
資
格
等
を

有
す
る
方
（
国
家
免
許
資
格
等
は
指
定
あ

り
） 

申
問 

４
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、
自

衛
隊
山
口
募
集
案
内
所
（
中
央
四
丁
目
４


12
）
☎
０
８
３

９
２
５

８
２
３
１

ふ
る
さ
と
山
口
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時 
２
月
18
日
（
金
）
12
時
～
16
時 

▼

場
所 

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
小
郡
黄
金

町
１

１
） 
▼
内
容 

県
内
企
業
（
40
社
程

度
）
担
当
者
に
よ
る
個
別
ブ
ー
ス
で
の
業

界
・
企
業
説
明
と
質
疑
応
答 

▼
対
象 

令
和

５
年
３
月
以
降
に
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
（
大
学

の
場
合
１
～
３
年
生
） 

申
問 

山
口
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
７
６

１
１
４
５

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

受
講
生
募
集

　

職
業
訓
練
の
受
講
に
よ
り
再
就
職
に
有

利
な
技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。 

▼

募
集
科 

電
気
設
備
技
術
科 

▼
受
講
期
間 

４

月
５
日
（
火
）
～
９
月
29
日
（
木
） 

▼
対
象 

公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
が
得
ら
れ

る
方
、
ま
た
は
一
般
求
職
者 

▼
入
所
選
考

日 

３
月
19
日（
土
） ▼
料
金 

無
料（
教
科
書
、

作
業
帽
等
は
個
人
負
担
） 

所
申
問 

３
月
７

日
（
月
）
ま
で
に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山

口
☎
０
８
３

９
２
２

２
１
４
３

ジ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

ヤ
マ
グ
チ
１
期
生
対
談
イ
ベ
ン
ト

　
ジ
ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
ヤ
マ
グ

チ
の
取
り
組
み
や
授
業
の
様
子
な
ど
を
、

講
師
と
受
講
生
に
よ
る
対
談
で
詳
し
く

説
明
し
ま
す
。 

▼
日
時
１
月
16
日
（
日
）

14
時
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

産
業
交
流
ス

ペ
ー
ス
Ｍ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維

新
ホ
ー
ル
内
） 

▼
対
象 
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
学
び
、
新
規
事
業
創
出
を
目
指
し
た
い

方
や
、
関
心
の
あ
る
方
20
人 

申
問 

詳
細
と

申
し
込
み
は
Ｍ
ｅ
ｇ
ｒ
ｉ
ｂ
ａ

特
設
ペ
ー
ジ
（
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
）
参
照

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　
就
労
経
験
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、
仕

事
探
し
の
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。 

▼
日
時 

１
月
27
日
（
木
）、２
月
10
日
（
木
）
10
時
、

10
時
30
分
、
11
時
、
11
時
30
分
（
要
予
約
） 

▼
場
所 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田
町
１


75
） 

▼
対
象 

49
歳
ま
で
の
就
活
中
の
方 

申
問 

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
☎
０
８
３
５

２
８

３
８
０
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
会

▼
日
時 

２
月
８
日
（
火
）、３
月
８
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

い
ず
れ

も
、
山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路
89


１
）、
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
小
郡

下
郷
１
４
４
０

１
） 

▼
対
象 

市
内
在
住
の

60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
る

方 

▼
持
参
品 

年
度
会
費
、
印
鑑
、
山
口
銀

行
口
座
番
号 

問 

山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
２
４

５
３
９
６

事
業
者
の
ご
み
の
持
ち
込
み
に
は

許
可
が
必
要
で
す

　
事
業
者
が
市
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
へ

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
に
は
、
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
資
源
物
を
持
ち
込
む
場
合
に
は

登
録
が
必
要
で
す
。
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬

業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
ご
み

を
排
出
す
る
事
業
者
ご
と
に
許
可
等
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
申
請
受
付
は

１
月
21
日
（
金
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。 

申
問 

環
境
施
設
課
☎
０
８
３

９
４
１

２
１
８
８

交
流
を
企
画
し
て
み
よ
う

【
外
国
人
と
交
流
】 

多
文
化
共
生
社
会
に
向

け
た
外
国
人
と
の
交
流
を
企
画
し
ま
す
。 

▼
期
日 

１
～
３
月
中
に
４
回 

▼
場
所 

Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル 

▼
対
象 

市
内
在
住
・

在
勤
の
方
20
人 

【
ス
ペ
イ
ン
水
泳
選
手
と
交

流
】 

選
手
と
の
交
流
や
お
も
て
な
し
を
企
画

し
ま
す
。 

▼
期
日 

２
～
５
月
中
に
数
回 

▼

場
所 

市
内
各
所 

▼
対
象 

市
内
在
住
の
中

高
校
生
20
人 

申
問 

下
の
二
次

元
コ
ー
ド
で
、
国
際
交
流
課
☎

０
８
３

９
３
４

２
７
２
５

普
通
救
命
講
習
（
職
員
派
遣
型
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
停
止
し
て
い
た
、
職
員
派
遣
型
の
普
通

救
命
講
習
を
再
開
し
ま
し
た
。
短
時
間
で

の
講
習
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
ｅ

ラ
ー

ニ
ン
グ
の
活
用
も
お
す
す
め
で
す
。
大
事

な
人
を
救
う
た
め
、
救
命
の
知
識
と
技
術

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
対

象 

10
人
以
上
の
団
体（
個
人
で
の
受
講
は
、

毎
月
第
３
日
曜
開
催
の
定
期
普
通
救
命
講

習
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
） 

申
問 

救
急
課

☎
０
８
３

９
３
２

２
６
０
４

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

【
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
今
】 

▼
日
時
・
内
容 

①
2
月
6
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

…
映
画
『
ブ
レ
ッ
ド
ウ
ィ
ナ
ー
』
上
映
会
／

②
2
月
26
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

…
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
知
る
（
立
命
館
大
学

教
授 

嶋
田
晴
行
氏
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
あ
り
） 

▼
場
所
・
定
員 

①
山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

…
小
学
生
以
上
60
人
／
②
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
…
20
人
、
大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

…
10
人 

◆
い
ず
れ
も 

▼
託
児 

３
日
前
ま
で

に
要
予
約
（
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
５
人

ま
で
） 

申
問 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

産
業

講
座

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問

問問
申申
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モロッコ、 彼女たちの朝

山口情報芸術センタースタジオC（2F）
一般1,300円／ any会員・25歳以下・65歳
以上・障がい者および同行の介助者800円

山口情報芸術センター［YCAM］（中園町 7-7）
☎ 083-901-2222 　 https://www.ycam.jp/

場所場所

料金料金

地中海に面する北
ア フ リ カ の 国 モ
ロ ッ コ を 舞 台 に、
女手ひとつでパン
屋を営むアブラと、
未婚の妊婦サミア
が、パン作りを通
して互いの人生に
光をもたらしてゆく人間ドラマ。劇中では、モロッ
コの伝統的なパンや焼き菓子、美しいインテリア
も楽しめる。米アカデミー賞モロッコ代表作品で
初の女性監督作品。（2019年／モロッコ・フランス・
ベルギー／監督：マリヤム・トゥザニ）

上映日時

1
月

20（木）10:30 ／ 21（金）14:25 ／ 22（土）
15:00 ／ 23（日）16:40 ／ 26（水）10:30 ／
27（木）12:10 ／ 28（金）10:30 ／ 29（土）
13:00 ／ 30（日）10:30

© Ali n' Productions - Les Films du Nouveau 
Monde - Artemis Productions

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

ず
れ
か
（
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
希
望
者
は
必
ず

Ｅ
メ
ー
ル
）で
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
中

央
二
丁
目
５

１
）
☎
フ
０
８
３

９
３
４


２
８
４
１
メm

w
3kaku

＠c-able.ne.jp
山
口
の
宝
発
見
―
生
か
し
て
伝

え
る
歴
史
と
文
化
―

▼
日
時 

２
月
26
日
（
土
）
13
時
～
16
時 

▼

場
所 

山
口
県
政
資
料
館
旧
県
会
議
事
堂
（
滝

町
１

１
） 

▼
内
容 

多
彩
な
山
口
の
宝
（
歴

史
文
化
資
源
）
を
知
り
、
生
か
し
、
未
来
へ

伝
え
る
た
め
の
講
座
で
す
。 

▼
定
員 
70
人 

▼
講
師 

坪
郷
英
彦
氏
（
山
口
大
学
名
誉
教

授
）、
池
田
大
乗
氏
（
徳
地
文
化
協
会
）、
青

木
正
典
氏
（
大
内
文
化
探
訪
会
）、
原
田
正
彦

氏
（
山
口
県
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協

議
会
）、
深
野
宗
泉
氏
（
洞
春
寺
）
ほ
か 

申

問 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
文
化
財
保
護
課
☎
０
８
３

９
２
０


４
１
１
１
フ
０
８
３

９
２
０

４
１
１
２

メbunkazai@
city.yam

aguchi.lg.jp

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
の
体
験
講
座

【
和
菓
子
作
り
体
験
】

 

用
意
さ
れ
た
生
地
を
使
っ

て
和
菓
子
（
２
種
類
）
を
作
り
ま
す
。 

▼
日

時 

３
月
６
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30

分 

▼
対
象 

中
学
生
以
上
抽
選
20
人
（
同
伴

不
可
） ▼
講
師 

設
楽
浩
治
氏
（
風
月
堂
職
長
） 

▼
料
金 

８
８
０
円 

▼
申
込
期
限 

２
月
10
日

（
木
） 【
そ
ば
打
ち
体
験
】 

打
っ
た
そ
ば
３
人

前
（
そ
ば
だ
し
付
き
）
を
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
す
。 

▼
日
時 

①
１
月
31
日
（
月
）、

②
２
月
27
日
（
日
）、
③
３
月
23
日
（
水
）
10

時
～
12
時
、
13
時
～
15
時
30
分 

▼
対
象 

中

学
生
以
上
各
回
抽
選
６
人 

▼
料
金 

１
２
０
０

円 

▼
申
込
期
限 

①
１
月
23
日
（
日
）、
②
２

月
19
日
（
土
）、
③
３
月
15
日
（
火
） 

所
申
問 

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
（
下
竪

小
路
12
）
☎
０
８
３

９
２
８

３
３
３
３

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

【
現
在
の
中
国
の
庶
民
生
活
に
つ
い
て
～
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
社
会
の
変
革
を
中
心
に
～
】 

▼
日
時 

１
月
29
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
場
所 

湯
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼

定
員 

先
着
50
人 

▼
講
師 

何
暁
毅
氏
（
山

口
大
学
教
授
） 

申
問 

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協

会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
）
☎
０
８
３


９
３
４

２
８
６
５

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

パ
ソ
コ
ン
教
室

【
町
内
会
・
自
治
会
の
会
計
報
告
書
の
作
成
】 

日
々
の
お
金
の
出
入
り
を
効
率
的
に
管
理
し

ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
２
日
（
水
）
13
時
～

16
時 

▼
場
所 

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上

竪
小
路
89

１
） 

▼
料
金 

２
２
０
０
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
） ▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
貸

し
出
し
可
、
別
途
２
０
０
円
） 【
町
内
会
新

役
員
さ
ん
向
け
ワ
ー
ド
講
座
】 

書
類
の
手

直
し
、「
お
し
ら
せ
」
文
書
の
作
成
を
行
い

ま
す
。 

▼
日
時 

３
月
10
日
（
木
）
13
時
～

16
時 

▼
場
所 

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ 

▼

料
金 

２
２
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
） 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
可
、
別

途
２
０
０
円
） 【
訪
問
講
習
】 

講
師
が
ご
希

望
の
日
時
に
お
宅
に
訪
問
し
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。 

▼
料
金 

２
時
間

２
２
０
０
円 

申
問 

山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
２
４

５
３
９
６

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
英
会
話
入
門
コ
ー
ス
】 

▼
日
時 

１
月
25
日
～

３
月
29
日
（
毎
週
火
曜
）
18
時
～
19
時 

▼

内
容 

日
常
英
会
話
を
学
ぶ 

▼
定
員 

20
人 

▼
講
師 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ー
ン
ズ
氏 

▼
料

金 

７
７
０
０
円
（
10
回
分
、
別
途
資
料
代
） 

【
フ
ラ
ダ
ン
ス
初
級
コ
ー
ス
】 

▼
日
時 

１
月

27
日
～
３
月
31
日
（
毎
週
木
曜
）
18
時
～

19
時 
▼
内
容 
曲
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動

か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

▼
定
員 

20
人 

▼
講
師 

藤
井
有
里
子
氏
（
加
藤
舞
踊
学
院
） 

▼
料
金 

７
７
０
０
円
（
10
回
分
） 【
健
康
講
座
】 ▼
日

時 

２
月
25
日
（
金
）
13
時
～
14
時 

▼
内
容 

カ
ラ
ダ
は
食
べ
物
か
ら
で
き
て
い
る 

▼
定

員 

20
人 

▼
講
師 

株
式
会
社
明
治 

▼
託
児 

要
申
し
込
み 

所
申
問 

開
催
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
、
来
所
ま
た
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
の
有
無
、
託
児
の

有
無
（
生
後
６
カ
月
以
上
１
人
３
０
０
円
）、

講
座
名
を
明
記
の
上
、
働
く
婦
人
の
家
（
〒

７
５
３

０
０
５
６
湯
田
温
泉
五
丁
目
１


１
）
☎
０
８
３

９
２
１

１
９
２
９

地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
報
告
会

　

南
部
地
域
で
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
２
月
末
で
任
期
満
了
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
３
年
間
の
活
動
成
果
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
９
日

（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル 

▼
内
容 

第
１
部
…
活

動
報
告
、
第
２
部
…
ゲ
ス
ト
を
交
え
た
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

▼
定
員 

１
０
０
人 

問 

定

住
促
進
課
☎
０
８
３

９
３
４

２
９
４
２

中
原
中
也
記
念
館
無
料
開
館

　
28
年
目
の
開
館
記
念
日
と
し
て
、
入
館

が
無
料
に
な
り
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
18

日
（
金
）
９
時
～
17
時 

所
問 

中
原
中
也

記
念
館
（
湯
田
温
泉
一
丁
目
11

21
）
☎

０
８
３

９
３
２

６
４
３
０

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時 

１
月
22
日
（
土
）
10
時
（
９
時
30

分
開
場
） 

▼
内
容 

小
学
生
か
ら
社
会
人
ま

で
の
団
体
が
吹
奏
楽
の
日
頃
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド
の
、
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
（
入

場
制
限
を
行
う
場
合
あ
り
）。 

所
問 

山
口

市
民
会
館
☎
０
８
３

９
２
３

１
０
０
０

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
２
０
２
１

▼
期
間 

２
月
26
日
（
土
）
ま
で 

▼
内
容 

ア
ー
ト
や
研
究
開
発
、
公
共
文
化
施
設
の

あ
り
方
を
、
国
内
外
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
教
育
者
な
ど
の
ゲ
ス
ト

と
と
も
に
捉
え
直
す
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。「
ア
ー
ト
を
通
し
た
学

び
の
可
能
性
」 

や
「
社
会
に
お
け
る
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
特
設
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
）

で
公
開
し
ま
す
。 

問 

山
口
情
報
芸
術
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３

９
０
１

２
２
２
２

シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
ア
ジ
ア

▼
期
間 

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
～
13
日

（
日
） 

▼
内
容 

米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
公
認

の
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
短
編
映
画
祭

「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
＆
ア
ジ
ア
」
を
開
催
。
世
界
中

の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
短
編
映
画
を

上
映
す
る
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
定
員 

１
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
０
０
人 

所
問 

山
口
情

報
芸
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３

９
０
１


２
２
２
２

歴
史
民
俗
資
料
館
イ
ベ
ン
ト

【
れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
】 

毎
月
第
３

日
曜
は
、
子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
や
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
お
正
月
あ
そ
び
」
で
す

（
申
込
不
要
）。 

▼
日
時 

１
月
16
日
（
日
）

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時 

▼
場
所 

歴

史
民
俗
資
料
館 【
ア
ー
ト
ト
ー
ク
「
南
画
の

魅
力
～
墨
の
山
水
花
鳥
」】 

南
画
の
盛
衰
と

技
法
に
つ
い
て
、
講
師
と
参
加
者
の
ト
ー

ク
形
式
で
学
び
ま
す
（
要
申
込
）。 

▼
日

時 

１
月
30
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼
場
所 

大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
対

象 

中
学
生
以
上
先
着
50
人 

▼
講
師 

菊
屋

吉
生
氏
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
） 

申
問 

歴

史
民
俗
資
料
館
☎
フ
０
８
３

９
２
４


７
０
０
１

「
萬
代
家
の
お
も
て
な
し
」
展

　
「
う
た
げ
」
を
テ
ー
マ
に
、
萬
代
家
の

書
・
陶
磁
器
・
漆
器
な
ど
の
中
か
ら
選
り

す
ぐ
り
の
作
品
を
公
開
し
、
山
口
町
衆
の

お
も
て
な
し
の
心
を
紹
介
し
ま
す
。 

▼
期

間 

３
月
28
日
（
月
）
ま
で 

所
問 
十
朋
亭

維
新
館
（
下
竪
小
路
１
１
２
）
☎
０
８
３


９
０
２

１
６
８
８

串
山
連
峰
健
康
登
山
～

海
辺
の
山
を
ゆ
っ
く
り
ハ
イ
ク

▼
日
時 

２
月
20
日
（
日
）
９
時
～
15
時 

▼

集
合
場
所 

秋
穂
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車

場 

▼
定
員 

先
着
20
人 

▼
料
金 

１
０
０
０

円
（
小
中
学
生
は
５
０
０
円
で
要
保
護

者
同
伴
、
別
途
保
険
料
ひ
と
り
50
円
） 

▼

持
参
品
等 

マ
ス
ク
、
昼
食
、
飲
み
物
、

山
歩
き
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
セ
パ

レ
ー
ト
タ
イ
プ
の
カ
ッ
パ
、
帽
子
、
防

寒
着
、
登
山
靴
、
手
袋
、
健
康
保
険
証
の

コ
ピ
ー
な
ど 

申
問 

２
月
10
日
（
木
）
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

登
山
経
験
の
有
無
を
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

山
口
☎
０
８
３
５

５
６

５
２
３
４
メ

ytherapy@
c-able.ne.jp

大
原
湖
イ
ベ
ン
ト

【
餅
つ
き
体
験
】 

杵
と
臼
で
本
格
的
な
餅
つ

き
が
楽
し
め
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
27
日

（
日
）
10
時
、
13
時 

▼
定
員 

各
回
先
着
５
組

イ
ベ
ン
ト

リサイクルプラザ
2月のアイデア講座

         やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）☎ 083-927-7122問問
持参品等詳細は、☎または　  【山口市リサイクルプラザ】で検索

●時間　10 時 〜 12 時　 ●料金　無料（材料費実費）
講 座 名 期　日

さき織り※ 1 3（木）、10（木）、17（木）
卓上手織りをたのしむ ※ 2 ※ 3 3（木）、10（木）、17（木）
セーターからバッグ 4（金）、18（金）
残り毛糸の手あみ（レッグウォーマー）4（金）、18（金）
たのしい縫物 8（火）、22（火）
モラ「椿」のモチーフ 15（火）
布の花 15（火）
和服に親しむ 16（水）
布ぞうり 19（土）、26（土）
布で作る入園・入学グッズ 20（日）
残り毛糸の手あみ（六角モチーフ）25（金）

　※1　受講期間は 1 年。2 月は新規受付不可
　※2　受講期間は 2 年。2 月は新規受付不可　
　※3　13 時 〜 15 時　
【おもちゃの病院受付】2 月 13 日（日）10 時 ～ 11 時 30 分
　　　　　2 月はフリーマーケットはお休みです。

申申

問問

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
申申
所所

問問

問問
所所

問問
所所

問問

問問
所所

問問
申申

問問
所所

問問
申申
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約
20
人 

▼
料
金 

１
組
２
０
０
０
円
（
餅

約
25
個
） 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
軍
手
、
持
ち
帰
り
容
器
な
ど 【
春

の
カ
ヌ
ー
教
室
】 

カ
ヌ
ー
教
室
と
昼
食
は

と
く
ぢ
和
牛
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
体
験
（
天
候
に
よ

り
中
止
の
場
合
あ
り
） 

▼
日
時 

３
月
６
日

（
日
）
10
時
15
分
（
10
時
か
ら
受
付
） 

▼
定

員 

30
人
程
度 

▼
料
金 
１
人
３
１
０
０
円

（
保
険
料
含
む
） 

▼
持
参
品 
タ
オ
ル
、
軍

手 

所
申
問 

開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
大
原
湖
☎
フ
０
８
３
５


５
８

０
２
０
０
メoharako@

c-able.ne.jp

阿
知
須
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

▼
日
時 

２
月
10
日
（
木
）
～
14
日
（
月
）

９
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

山
口
県

央
商
工
会
阿
知
須
支
所
周
辺
、
阿
知
須
商

店
街
、
い
ぐ
ら
造
り
の
街
並
み
周
辺 

▼
内

容 

店
舗
や
民
家
等
に
「
阿
知
須
の
ひ
な
も

ん
」、
絵
手
紙
、
手
作
り
小
物
等
の
ア
ー

ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

問 

山
口
県
央

商
工
会
阿
知
須
支
所
☎
０
８
３
６

６
５


２
１
２
９

犯
罪
被
害
者
等
支
援

ミ
ニ
パ
ネ
ル
展

　
犯
罪
被
害
者
等
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、

支
援
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る

ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
日

時 

１
月
17
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）
９

時
～
16
時 

▼
場
所 

山
口
総
合
支
所
１
階
市

民
ホ
ー
ル 

問 

山
口
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３

９
７
６

５
１
５
２

椎
茸
原
木
の
菌
打
ち
体
験

▼
日
時 

２
月
18
日
（
金
）
10
時
～
12
時 

▼

内
容 

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
と
菌
打
ち
作

業
体
験
（
菌
打
ち
し
た
原
木
は
差
し
上
げ

ま
す
） 

▼
定
員 

抽
選
30
人 

▼
料
金 

５
０
０

円
（
椎
茸
原
木
代
含
む
） 

所
申
問 

２
月

４
日
（
金
・
必
着
）
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
で

（
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申
し
込
み
）、
〒
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
山
口
森
林
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒

７
５
３

０
２
１
１
大
内
長
野
１
９
７
８
）

☎
０
８
３

９
２
７

２
０
３
９

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
日
時 
２
月
20
日
（
日
）
９
時
か
ら 

▼

場
所 

山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー 

▼
種
別 

①

男
子
の
部
、
②
女
子
の
部
、
③
混
合
の
部
、

④
山
口
２
部
（
初
級
者
） 

▼
対
象 

市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
４
人
以
上
で
編
成

し
た
チ
ー
ム 

▼
料
金 

１
チ
ー
ム
２
０
０
０

円 

申
問 

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
、

山
口
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会 

藤
村
さ
ん
☎

フ
０
８
３

９
３
２

７
５
５
０

子
育
て
講
演
会

　

講
師
の
被
虐
待
経
験
を
も
と
に
、
人
・

も
の
・
自
分
に
あ
た
ら
な
い
子
育
て
や
、

地
域
全
体
で
親
子
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時 

２
月
26
日
（
土
）
14

時
～
16
時 

▼
場
所 

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
） 

▼
対
象 

子

育
て
中
の
方
、
子
ど
も
に
関
わ
る
支
援
者
、

テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど 

▼
講
師 

島

田
妙
子
氏
（
児
童
虐
待
防
止
機
構
オ
レ
ン

ジ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
理
事
長
） 

▼
託
児 

要
申
し
込

み 

申
問 

２
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
左
の
二
次
元
コ
ー

ド
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
会
場
ま
た
は
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
の
別
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
オ

ン
ラ
イ
ン
の
場
合
）、
子
ど
も
の
名
前
、
年

齢
、
気
を
付
け
て
欲
し
い
こ
と
（
託
児
利

用
者
の
み
）
を
明
記
の
上
、
子
育
て
保
健

課
家
庭
児
童
相
談
室
☎
０
８
３

９
３
４


２
９
６
０
フ
０
８
３

９
２
５

２
２
１
４

メkosodate@
city.yam

aguchi.lg.jp 

※
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
に
は
、
開
催
１
週

間
前
ま
で
に
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
連
絡
先
ア
ド
レ
ス
に
送
信

し
ま
す
。

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座
（
山
口
）

▼
日
時 

２
月
８
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
内
容 

離
乳
食
の
基
本
に
関
す
る
講

話
と
、
成
長
に
合
わ
せ
た
食
材
ご
と
の
調

理
の
仕
方
な
ど
、
簡
単
な
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。 

▼
対
象 

生
後
４
～
６
カ
月
児

の
保
護
者
先
着
20
人
（
第
１
子
を
子
育
て

中
の
方
を
優
先
） 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼
託
児 

要

申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不

可
） 

所
申
問 

１
月
11
日
（
火
）
か
ら
、
保

健
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座
（
小
郡
）

▼
日
時 

３
月
３
日
（
木
）
10
時
～
11
時
30

分 

▼
内
容 

離
乳
食
づ
く
り
の
講
話
と
、
親

子
で
一
緒
に
食
べ
ら
れ
る
簡
単
レ
シ
ピ
の
調

理
実
習
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象 

生
後
９
～

11
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
20
人 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼
託
児 

要
申
し
込
み
（
お
子
さ
ん
と
一
緒

の
受
講
不
可
） 所
申
問 

１
月
13
日
（
木
）
か

ら
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

【
パ
パ
と
楽
し
む
ひ
な
祭
り
】 

▼
日
時 

３
月

６
日（
日
）10
時
～
12
時（
９
時
45
分
集
合
） 

▼
場
所 

大
殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

い
ろ
い
ろ
な
お
ひ
な
さ
ま
を
見
な
が
ら
、
親

子
で
ミ
ニ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
お
ひ
な
さ
ま
飾
り
の
体
験
も
で
き
ま

す
。 

▼
対
象 

子
育
て
中
の
父
親
と
子
ど
も

先
着
10
組
（
家
族
、ひ
と
り
親
家
庭
参
加
可
） 

▼
料
金 

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
１
０
０
円 

申
問 

１
月
17
日
（
月
）
～
２
月
21
日
（
月
）

に
、大
殿
子
育
て
ひ
ろ
ば「
キ
ラ
◇
き
ら
」（
野

田
17
）
☎
０
８
３

９
３
２

６
７
７
８

（
月
・
火
・
木
曜
10
時
～
16
時
）

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
今
日
か
ら
始
め
る
！
高
血
圧
対
策
】 

▼
日

時 

２
月
２
日（
水
）13
時
～
15
時
、３
日（
木
）

９
時
～
11
時 

▼
内
容 

血
管
年
齢
測
定
、
体

組
成
測
定
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
と
の
健

康
相
談
、
健
康
マ
メ
知
識
コ
ー
ナ
ー
（
減
塩

だ
け
じ
ゃ
な
い
高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ
い

て
）
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診
査
結
果
に
つ
い
て

相
談
が
あ
る
方
な
ど 

▼
持
参
品
等 

各
種
健

康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）、
裸
足
に
な

れ
る
服
装
（
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
） 

所
問 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

今
か
ら
始
め
る
！
キ
レ
イ
を

キ
ー
プ
す
る
た
め
の
骨
ケ
ア

　
骨
量
は
20
～
30
歳
代
を
ピ
ー
ク
に
徐
々

に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
早
め
に
骨
の
ケ

ア
を
始
め
る
こ
と
が
、
キ
レ
イ
を
キ
ー
プ

す
る
秘
訣
で
す
。当
日
は
、骨
の
強
さ
測
定
、

In
Ｂ
ｏ
ｄｙ
（
体
脂
肪
率・筋
肉
量
等
測
定
）

も
体
験
で
き
ま
す
。 

▼
日
時 

３
月
２
日

（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
13
時
か
ら

受
付
） 

▼
内
容 

運
動
実
技
「
骨
と
筋
肉
を

意
識
し
て
美
し
い
姿
勢
を
キ
ー
プ
す
る
秘

訣
」、
栄
養
講
話
「
強
い
骨
を
作
る
た
め
の

食
事
と
は
」 

▼
対
象 

市
民
先
着
30
人
程
度 

▼
講
師 

山
内
康
平
氏
（
理
学
療
法
士
）、
市

管
理
栄
養
士 

▼
料
金 

50
円
（
保
険
料
） 

▼

持
参
品
等 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、

動
き
や
す
く
裸
足
に
な
り
や
す
い
服
装 

所

申
問 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

か
ら
だ
げ
ん
き
体
操
教
室

▼
日
時 

２
月
３
日
（
木
）
13
時
30
分
～

15
時
（
13
時
か
ら
受
付
） 

▼
場
所 

メ
デ
ィ

フ
ィ
ッ
ト
ラ
ボ
３
階
（
小
郡
令
和
一
丁
目

１

２
） 

▼
内
容 

健
康
運
動
指
導
士
に
よ

る
講
話
と
運
動
実
技
指
導 

▼
対
象 

市
民

先
着
20
人
程
度 

▼
講
師 

鈴
木
英
明
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
） 

▼
料
金 

50
円
（
保
険
料
） 

▼
持
参
品
等 
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴 

申
問 

１
月
11
日
（
火
）
か
ら
、
小
郡
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

動
脈
硬
化
予
防
教
室

▼
日
時
（
全
２
回
） 

①
２
月
14
日
（
月
）

13
時
～
15
時
、
②
２
月
28
日
（
月
）
13
時

30
分
～
15
時
30
分 

▼
内
容 

①
講
話
「
動
脈

硬
化
の
予
防
」
…
講
師 

作
村
俊
浩
氏
（
大

正
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
血
管
年
齢
測
定
、
血
圧
測
定 

②
講
話

「
毎
日
の
食
事
で
若
々
し
い
血
管
に
！
」
…

講
師 

市
管
理
栄
養
士
（
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
小
郡
支
部
協
力
）、
講
話
「
毎
日
の

運
動
で
若
々
し
い
血
管
に
！
」
と
運
動
実

技
…
講
師 

澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康
運
動
指

導
士
） 

▼
対
象 

市
民
20
人
程
度 

▼
持
参
品

等 

筆
記
用
具
、
②
は
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴 

所

申
問 

２
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
で
、

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先

は
17
ペ
ー
ジ
下
参
照

各
保
健
セ
ン
タ
ー

等
の
所
在
・
連

絡
先
は
下
記
参
照

健
康

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地総合支所
　総合サービス課健康づくり担当
　徳地堀 1744
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、子育て世帯を支援するため、高校生までの
子どもがいる世帯に対し、臨時特別給付金を支給します。

対象者 給付額 必要書類

次のいずれかの要件を満たす方
（１）令和 3 年 9 月分の児童手当（特例給付を除く）

の受給者（公務員を除く）
（２）所属庁から令和３年９月分の児童手当（特例

給付を除く）を受給した公務員
（３）令和３年９月 30 日時点で、高校生年代（平

成 15 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生ま
れ）の児童の養育者のうち主たる生計中心者
の方であって、令和２年の所得が児童手当（特
例給付を除く）の所得制限限度額未満の方

（４）令和３年 10 月以降令和 4 年３月までに生ま
れた児童に係る児童手当（特例給付を除く）
受給者

児童１人
につき
10 万円

・本人確認書類（運転免許証等）の写し
・申請者名義の通帳やキャッシュカード

の写し
・公務員の方は、児童手当（特例給付を

除く）を受給していることがわかる書
類（支払通知書の写し、令和３年９月
分児童手当振込通帳等）

・本市で所得が確認できない方は、申請
者と配偶者の令和３年度所得証明書

※上記以外で、追加の書類等が必要な場
合があります。

■受付期間　1 月 12 日（水）～ 2 月 28 日（月）
※下表の対象者（１）の方は申請不要

■申し込み先　こども未来課、各総合支所総合サービス課、各地域交流センター（次は除く。大殿、白石、湯田、
小郡、秋穂、阿知須、徳地、阿東）および分館、大海総合センター
※申請書様式は、市ウェブサイト、こども未来課、各総合支所総合サービス課等で取得可能です。

子育て世帯への臨時特別給付金

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐため、 イベント ・ 行事等は急遽中止 ・ 延期となる可能性があります。
なお、 イベント・行事等へお出かけの際は感染症対策に十分配慮し、 体調のすぐれない方は参加をご遠慮ください。

注）特例給付の方とは、令和２年の所得が児童手当の所得制限限度額以上で児童１人当たり月額一律 5,000 円が支給される方です。

こども未来課 ☎ 083-934-2797問問

問問
申申
所所

問問

問問
申申
所所

問問
申申

問問
申申

問問
申申
所所

問問
申申
所所

問問
申申

問問
所所

問問
申申

問問
申申

問問
申申

所所

問問

所所
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「
新
春
を
迎
え
」

　
冬
の
、
あ
る
暖
か
な
日
。
や
さ
し
い

陽
射
し
の
中
、
白
い
息
を
吐
き
な
が
ら

走
る
「
や
ま
ぐ
ち
号
」。
小
郡
、
山
口

の
両
都
市
核
、
中
山
間
地
域
の
田
園
風

景
を
経
て
、
県
央
連
携
都
市
圏
域
を
形

成
す
る
津
和
野
町
を
目
指
し
ま
す
。
力

強
く
走
る
そ
の
姿
は
、
ま
る
で
新
し
い

年
の
扉
を
開
け
、
前
へ
前
へ
と
進
む
元

気
の
象
徴
の
よ
う
で
す
。

　
令
和
４
年
は
、
山
口
線
が
津
和
野
ま

で
開
通
し
て
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま

す
。
実
は
、
現
在
の
山
口
線
が
開
通
す

る
前
の
明
治
41
年
か
ら
５
年
ほ
ど
の
短

い
期
間
、
小
郡
か
ら
湯
田
温
泉
を
経
由

し
て
一
の
坂
川
交
通
交
流
広
場
ま
で
鉄

道
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
し
た

ら
、
湯
田
温
泉
で
生
ま
れ
た
中
原
中
也

も
幼
少
期
に
、
家
の
近
く
を
走
る
小
さ

い
蒸
気
機
関
車
を
見
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
新
春
の
穏
や
か
な
日
に
、
先
人
の
息

吹
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
の
昔
山
口
駅
が

あ
っ
た
一
の
坂
界
隈
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
の
写
真

旧山口駅跡地は、公園となって
います。ＳＬを模した遊具が子
どもたちに人気です。

広報広聴課
☎ 083-934-2753
問

日時　1 月 8 日（土）～ 10 日 ( 月・祝 )
　9 時 30 分～ 18 時（10 日は 17
　時まで）
場所　おのだサンパーク 1 階サン

フェスタステージほか（中川六丁
目 4-1）
山陽小野田名産品推進協議会（山

陽小野田市シティセールス課内）
☎ 0836-82-1313

まちじゅうエヴァンゲリオン第 13 回名産品フェア
山陽山陽

小野田小野田 宇部宇部

「正月飾り」をはじめ、毛利家伝来
の祝いを願う品々を展示します。
日時　1 月 23 日（日）まで 9 時～

17 時（入館は 16 時 30 分まで）
料金　大人 700 円、小中学生 350
　円／ 博物館・庭園共通… 大人
　1,000 円、小中学生 500 円

毛 利 博 物 館（ 多 々 良 一 丁 目
15-1）☎ 0835-22-0001

毛利博物館企画展「祝いの
美 - 毛利家の正月飾り -」

防府防府

問所
問

『シン・エヴァンゲリオン劇場版』
の大ヒットを記念して、庵野秀明総
監督の生まれ故郷の宇部市でさまざ
まなイベントを開催します。
期間　5 月 8 日（日）まで
場所　宇部市全域　
   宇部市（代表）☎ 0836-31-
　4111 https://contents-

tourism.com
　

圏域の市町におでかけしよう！圏域の市町におでかけしよう！
※詳細は、各お問い合わせ先へご確認ください。

圏域 7 市町の
イベント情報

対象の飲食店や店舗で、萩の地魚商
品を購入してシールを集めて応募す
ると、抽選で「天然とらふぐセット」
などが当たるシールラリーです。
期間　3 月 27 日（日）まで
場所　萩市内各所

萩市水産課☎ 0838-25-4195
     https://www.city.hagi.lg.jp/

soshiki/48/h44043.html

歌舞伎や人形浄瑠璃で代表的な演目
を題材に、安野光雅さんが 34 場面
を描いた「繪本　仮名手本忠臣蔵」
を展示します。
日時　3 月 9 日（水）まで 9 時～　
　17 時（木曜休館）
料金　一般 800 円、中高生 400 円、

小学生 250 円
安 野 光 雅 美 術 館（ 後 田 イ

60-1）☎ 0856-72-4155        

美祢のええもん発信隊「LinQ」やご
当地アイドル「Yamakatsu」のライ
ブを開催。ステージ進行の美祢市住
みます芸人「快盗スズメ」の地域紹
介 YouTube も公開中。
日時　2 月 13 日 ( 日 )10 時から
場所　秋芳洞と秋芳洞ふれあい広場
（秋芳町秋吉）

　 美 祢 市 観 光 協 会 ☎ 0837-62-
0115

買って 応援 食べて応援！ 
萩の地魚シールラリー

2022 出張萌えサミット
 in 秋芳洞

第 4 期　追悼展
「繪本　仮名手本忠臣蔵」

美祢美祢 萩萩 津和野津和野

問

問

問所問

　

職場でのフェンさん

　みなさんこんにちは。私は、ター タン フェンと
いいます。私は、ベトナム出身で、アニメの「ドラ
えもん」をきっかけに日本が好きになりました。大
学で日本語を学ぶうちに、日本とベトナムの “ かけ
はし ” になりたいと思い、日本に留学に来ました。
　今、ベトナムの学校では、海外の学習方法を取り
入れるなど、グローバルな人材を育てる教育が進ん
でいて、自分のキャリアとして、海外の大学で勉強
したり、海外で働きたいと思う若い人が増えていま
す。その中でも、日本は安全・安心な国であり、も
のづくりなどの技術も発展しているため、日本を選
ぶ人は多いです。山口市に来て 7 年になりますが、
当時と比べると、ベトナムから来る人が増えている

ように感じます。
　日ごろ、ベトナム語の翻訳の依頼やベトナム人か
らの相談を受けていて、生活に関わる内容のものが
増えています。ごみの分別など、生活する上での文
化の違いは、ことばの学習だけでは身に着けること
ができないので、そのような学習ができる機会やガ
イドブックなどがあればいいなと思います。
　今後、みんなが住みやす
くなるよう、生活文化を学
ぶ科目や教科書をつくり、
日本に住む外国人と日本人
の文化の壁をとり除く “ かけ
はし ” になりたいです。

問問 国際交流課 ☎ 083-934-2725

国際交流や多文化共生への理解を深めることを目的に、
山口市内で活躍している市民団体・外国人市民の活動内
容や思いをご紹介します。

日本と海外の “ かけはし ” を目指して

vol.9

山口で広がる 国 際 交 流
　
 　ター タン フェンさん
　●出身国　ベトナム　
　●日本の滞在歴　7 年

みんなが住みやすい地域に！

● 対象
新型コロナワクチンの 2 回目接種を終了した方のう
ち、原則８カ月以上経過した、18 歳以上の方

● 接種会場
市内各実施医療機関と集団接種会場

● 予約方法等
予約方法や接種実施医療機関については、接種券に
同封する事業案内や、市ウェブサイトに掲載します。

● 使用するワクチン
1、2 回目に接種したワクチンの種類に関わらず、
ファイザー社または武田 / モデルナ社のワクチンを
使用します。

山口市ウェブサイト

市民の皆さんへの新型コロナワクチンの
追加（３回目）接種を開始します。1 月
5 日（水）から接種券の発送を開始し、
接種券を受け取られた方から、順次、予
約可能となります。詳細は、市ウェブサ
イト等でお知らせします。
※本情報は、12 月 23 日時点のものです。

最新の情報や詳細は市ウェブサイトまた
は山口市 LINE 公式アカウントをご覧く
ださい。
山口市接種予約・相談センター

☎ 083-976-6420（毎日 9 時～ 20 時）

料金後納
郵便

山口市

新型コロナワクチン
追加接種（３回目）のお知らせ
Information on COVID-19 Vaccination Program

山口市接種予約・相談センター
☎083-976-6420（毎日９時～20 時）

接種券在中
【お問い合わせ先】

健康増進課　新型コロナウイルス感染症対策室
〒753-0079　山口市糸米二丁目６番６号

必ず開封し、大切に保管してください。

※聴覚に障がいがある方は、FAX：083-921-2672

３校 2021.11.16 No.1224-000-L2021-004209　山口市健康増進課 表

新型コロナワクチン新型コロナワクチン
追加 ( ３回目 ) 接種のお知らせ追加 ( ３回目 ) 接種のお知らせ

２回目の接種を終えた時期に応じて
順次、接種券をお届けします

● 接種券の発送スケジュール
ワクチン接種には接種券が必要です。接種券は、
3 回目接種の対象となる方に対し、２回目の接種
日を基に、順次、発送する予定です。

● 送付物
　① ピンク色の紙（接種券一体型予診票、接種済証）
　② 事業案内（実施医療機関等を掲載します）
　③ ワクチンの説明書
● 転入者への接種券の発送について

2 回目の接種完了後に山口市に転入された方は、接種券の発行申請が必要な場合があります。
□□ 令和 3 年 12 月 24 日 ( 金 ) までに転入手続きが完了した方

→手続きは不要です。
※ただし、市で接種記録が確認できない場合は、1 月中旬までに、発行申請書を住民票の
　住所地宛てにお送りします。

□□ 令和 3 年 12 月 27 日 ( 月 ) 以降に転入手続きをした方
→手続きが必要です。転入手続時に窓口で発行申請書をお渡しします。

問

※送付封筒

※接種券一体型予診票
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　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日　日曜、祝日、12/29～1/3
■診療時間　 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター
■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】
■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が

対応します。

休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000☎

2月の休日当番医の休日当番医 ・休日当番医は変更
する場合があります。
事前に各医療機関に
ご確認ください。
・昼休み時間について
は、各医療機関にお
問い合わせください。

受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

※徳地地域については「ふるさととくぢ」をご覧ください。

 日　月　火　水　木　金　土
 ・　・　 1　2　3　4　5
 6　7　8　9　10　11　12
13　14　15　16　17　18　19
 20　21　22　23　24　25　26
　27　28　・　 ・　・　・　・

土曜当番医
●時間／ 19 時 〜 22 時

内科系 外科系 阿東地域
内・内外科 小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

6
日

のむら内科
胃腸科医院

（湯田温泉一）
083-928-7878

佐々木外科病院
（泉都町）

083-923-8811

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

5
日

ねごろ神経内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-5256

みすみ
クリニック
（小郡下郷）

083-972-1003

11 
日

みほり
クリニック

（大内御堀一）
083-924-8031

林外科医院
（道場門前二）
083-922-0139

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

永田こども
クリニック
（三の宮二）

083-924-3330

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

利重クリニック
（江崎）

083-989-2515

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

12
日

よしまつ医院
（秋穂二島）

083-987-1777

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

13
日

中央クリニック
（中央三）

083-922-1771

中村整形外科
（維新公園一）
083-933-6111

大草医院
（阿東徳佐中）
083-956-0005

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

ざいつ内科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8475

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

19
日

山岸内科
（小郡新町）

083-972-2788

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

20
日

やの内科
（元町）

083-925-1919

おおうち
クリニック

（大内千坊五）
083-933-1770

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

小児科
柳澤医院

（小郡御幸町）
083-973-3121

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

26
日

秋穂クリニック
（秋穂東）

083-984-8333

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

23
日

野口医院
（朝田）

083-923-8670

たねくぼ整形外科
クリニック

（幸町）
083-934-7110

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

まえば小児科
クリニック
（小郡下郷）

083-974-0501

大正通り
クリニック
（小郡下郷）

083-902-2037

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

27
日

田村医院
（葵一）

083-922-7527

野村整形外科
（青葉台）

083-933-0011

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

田中内科医院
（小郡下郷）

083-972-2325

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

山口市医師会 

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分 

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会 

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会 

やまぐちのお医者さん navi
･･･ 休日当番医や、
市内の医療機関を
検索できます。

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に関するお願い
ワクチン接種の有無に関わらず、引き続き「新しい生活様式」を実践いただき、3 密を避け、「マ
スクの着用」、「まめな手洗い・手指消毒」など、基本的な感染予防対策の徹底をお願いします。

人 の う ご き（推計人口）人 の う ご き（推計人口）

上段は令和 3 年 12 月 1 日現在
下段は令和 3 年 11 月中の増減

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

192,986 人
－ 65 人

87,592 世帯
  ＋ 4 世帯

92,005 人
－ 45 人

100,981 人
－ 20 人

全体 男 女 世帯

問問
市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

⚠今号から、令和 2 年国勢調査確報値を基に算出した人口を掲載しています。


